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テレビ・ラジオ・インターネットでも市政・地域情報発信中！

■毎日4回放映＝午前9時／正午／午後8時／午後11時30分
番組ガイド「ふじさわ情報ナビ」

8月9日㉁～15日㈰ 8月16日㈪～22日㈰ 8月23日㈪～29日㈰
【ふじさわトピックス】
・�おはよう！キュンとするまち。�
藤沢　ラジオ体操2021～め
ざそう健康寿命日本一‼
・江の島灯籠2021

【カラフルフジサワ】
定期的に健康Check!～がん
検診を受けましょう

【ふじさわトピックス】
夏！かこさとし作品展

【ふじさわごはん】
藤沢産の食材を使った簡単な
料理を紹介します（今回はナス
です）

【旬の野菜！収穫ＧＯ】
藤沢で生産される農産物を収
穫に行きます（今回はナスで
す）

藤沢市公式Facebookページ
「ColorFULL FUJISAWA（カラフルフジサワ）」

いいね！してね！

ふじさわメールマガジン配信サービス 登録してね！

◎番組の内容は予告なく変更される場合があります問い合わせ　広報シティプロモーション課☎内線2122、 （24）5929

コーナー名 放送日 内　　　　　容

私の文庫
毎週水曜日

8月11日 帰り道の音楽発表会…岡部絢葉（わかふじ71号）
8月18日 あきらめないでいると・・・…竹内斗和（わかふじ71号）

知りたい！藤沢産
毎週木曜日

8月12日 長後農村かふぇ�ハレルヤ
8月19日 トラットリアメルカート

サークル紹介
毎週木・金曜日

8月12日・13日 にこにこヨガサークル…やすらぎ荘
8月19日・20日 錦城会…藤沢青少年会館

●大好きふじさわ／2020カウントダウン（第3週）／新型コロナウイルス関連情報（第4週）…月�
・火曜日　●防犯・防災メモ…月～金曜日　●街の話題…月曜日
●いきいき健康…火曜日　●本だより…火曜日
●ふじさわ歴史探訪…水曜日　●週末情報…木曜日　●ＦＭ広報ふじさわ…金曜日

ケーブルテレビ　ジェイコム湘南・神奈川 11C
チャンネル

H

◎�月～金曜日＝午前8時／午後3時／午後6時　※午後6時からは外国語での紹介です
◎土・日曜日＝午前9時54分〈週末の休日診療紹介あり〉／午後3時／午後4時54分
ラジカルなび（5分）…5カ国語で簡単な会話と文化を紹介する外国語情報発信番組です
◎月～金曜日の午後0時54分／（再放送）午後3時54分

ハミングインフォメーション（5分）…市からのお知らせや、催し物などを紹介します

月曜日…中国語、火曜日…韓国語、水曜日…ポルトガル語、木曜日…英語、金曜日…スペイン語

地震などの災害時は、番組を
中断して情報をお伝えします

藤沢エフエム放送
アプリからも聞く
ことができます

ハミングふじさわ（30分）…健康・防災・サークル活動など、身近な話題や市民の声をお届けします
■放送時間＝月～金曜日の午前10時／（再放送　午後7時）

夏の風物詩～盆踊り

寒川町
農畜産物
直売所

　今も昔も変わらぬ夏の風物詩「盆踊り」。
盆踊りは元来、亡くなった人を供養するた
めの行事でした。戦後は、各地で町内会や
自治体を単位とした地域のレクリエーショ
ンとして盛んに行われてきました。
　藤沢では、2006年7月から始まった盆踊
りイベント「藤沢宿・遊行の盆」も定着して
いますが、戦後の高度経済成長期にも一大
ブームがありました。
　写真は1955年7月25日号の「広報ふじさ
わ」。「憩いのひとゝき」と題して、市内の
農家の庭先での盆踊りの練習風景をレポー
トしています。キャプションには、「勤労
のわずかな余暇を夏のレクリエーション盆
踊りのけいこに余念のない人 （々鵠沼石上
で）」とあります。
　1957年に遊行寺境内の音楽堂で行われた
「第一回盆踊りコンクール」には、20チーム
が参加して、各地域自慢の演技を競いまし
た。結果は、1位は「南仲通チーム」、2位は
「長後朗らかチーム」、3位が「遊行通三丁目
チーム」でした。
　問い合わせ
　藤澤浮世絵館☎（33）0111、 （50）8432
〈休館日＝月曜日（祝日・休日の場合は翌
日）〉

　茅ヶ崎の夏の風物詩といえば「アロハ
シャツ」。例年5～10月までの期間を「アロ
ハビズ」と称して、市役所や議会はじめ、
市内の多くの方々が、アロハシャツを着る
取り組みを推進しています。
　この取り組みは、エアコンの利用を控え
環境にやさしい街を目指すだけでなく、夏
の端境期を商業の活性化に結びつけること
を目的として、環境省が始めた「クールビ
ズ」より以前の2003年から市内で広まりま
した。
　アロハシャツは茅ヶ崎の夏の定番スタイ
ル。「着ることでまちに一体感が生まれる。
みんなが元気に、笑顔が増えるきっかけに
なれば」と話すのはアロハビズ発足時に携
わった市内商工業者の方。
　茅ヶ崎市と姉妹都市であるホノルル市・
郡の文化が育んだアロハシャツは、茅ヶ崎
の夏とは切っても切り離せない存在となっ
ています。
　問い合わせ
　茅ヶ崎市秘書広報課広報担当☎0467（82）
1111、 0467（87）6345

　寒川町では、生育にぴったりな土壌に恵
まれたナシが有名ですが、実は、毎年8～9
月にかけてブドウも食べごろを迎えます。
直売所は町内に2カ所。今回は寒川町宮山
にある横溝果樹園のブドウを紹介します。
　種がなく皮ごと食べられるシャインマス
カット。粒が小さめのデラウェア。濃い紫
に実り皮をむいて食べるふじみのり。すべ
て加工などはせず生食用として直売所で購
入することができます。その年の生産状況
によってはJAさがみわいわい市寒川店に
並ぶこともあるそうです。
　それぞれに個性があるブドウ。「ナシと
ともに寒川の晩夏の味覚を楽しんでほし
い」と生産者の横溝さんは笑顔で話してく
れました。
　問い合わせ
　寒川町広報戦略課広報プロモーション担
当☎0467（74）1111、 0467（74）9141

藤沢市 茅ヶ崎流の涼み方
アロハシャツで
まちに彩りと活気を

茅ヶ崎市

寒川町のブドウ寒川町

　藤沢市・茅ヶ
崎市・寒川町の
2市1町で広報の
相互掲載をして
います。
　今回のテーマ
は「夏」です。


